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 論文内容の要旨
 1はじめに
 「ジェンダー」は人間にとって非常に根本的な概念であり、言語にもそれが様々な形で反映され
 る。言語学では、言語に現れるジェンダー現象は、基本的には二種類存在すると考えられている。
 その一つは、名詞を修飾している語の形態などにその名詞のカテゴリーが反映されるという、特に
 統語論的な扱いをされる文法的ジェンダーである。一つの例をあげると、フランス語等では、全て
 の名詞が男性または女性という二つのカテゴリーに分かれている。
 (1)彪
the-FEM
 窺δ紹,
mother
盈
the-MASC
力碗
father
 もう一つのジェンダー現象は、発話の様々な形式が、話者や聞き手が男性であるか女性であるか
 によって影響されるという、語用論的現象である。例えば英語では、女性が男性より標準語に近い
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一
一 言い方で話すこと等が報告されている(Trudgil11983)。本研究では、この語用論的なジェンダー
 をSpee曲ActParticipant/SAP(会話参考者)ジェンダーと呼ぶことにする。
 これら二種類のジェンダー現象は、両者とも性の区別に基づいた概念であり、両方ともrジェン
 ダー」というラベルで呼ばれているにも関わらず、言語学では、今までそれぞれ完全に独立した言
 語現象として扱われてきた。しかし、ある文法現象においては、二つのジェンダー現象が重なって
 出現している。
 本研究は、主に三つの目的を持っている。第一の目的は、言語に見られる文法的ジェンダーと
 SAPジェンダーの現象を総合的に考察することである。この目的を達するために、本研究では、
 認知言語学や言語類型論で重要な役割を果たしているプロトタイプ理論という概念を用いる。プロ
 トタイプ理論とは、カテゴリーの成員によって、そのカテゴリーに共通する特徴を多くもつ典型的
 な成員もあれば、特徴の少ない周辺的な成員もあるという考えである。プロトタイプ理論を前提と
 することによってジェンダー現象を正確に把握・記述することが出来るとともに、二種類のジェン
 ダーの現象が重なっていることが説明可能となる。
 文法的ジェンダーとSAPジェンダーを総合的に扱うことによって、本研究の二番目の目的が達
 成される。第二の目的は、日本語に現れるジェンダー現象を他の言語に見られる現象と比較し、日
 本語のジェンダー現象の類型論的な位置づけを探ることである。英語と比べた場合、日本語は男女
 によって用いられる言語形式の違いがより大きいと言われているが、英語以外の言語との比較にお
 いても同じことが言えるのであろうか。また、日本語に存在する男女の差は実際にどのようなもの
 であろうか。さらに、なぜそのような差が起るのであろうか。本研究は、今までの研究において十
 分に答えられていない、これらの問いに対する答えを提供するものである。
 第三の目的は、日本語に存在するジェンダーの現象を調べることによって、一般的にSAPジェ
 ンダーが、如何に複雑な文脈要因であるかということを考察することである。
 本研究は二部に分かれている。第一部(Par亡A)の第2章と第3章では、様々な言語に現れる
 文法的ジェンダーやSAPジェンダーを紹介し、第4章では、その二種類のジェンダーが重なると
 考えられる人称代名詞を考察する。第二部(PartB)の第5章から第8章では、日本語に現れるジ
 ェンダーの様々な面について調べる。最後に、第9章では、本研究の成果と指摘した点をまとめる。
 PartA:言語に現れるジェンダーに関する総合的研究
 2文法的ジェンダー
 第2章では、文法的ジェンダーが存在する言語をいくつか紹介する。本論文では、「文法的ジェ
 ンダー」は、プロトタイプ的に性という生物学的な区別に基づいた文法的な分類システムであり、
24
.蓼㌧
一一一
 その基準によってその言語の名詞の指示対象が、二つ以上のジェンダーカテゴリーのなかの一つに
 分類されるものをいう。この定義では、性以外の基準(有生/無生等)で名詞を区別する言語(例:
 Ojibwa語(アメリカンインディアン))は、名詞の分類システムを持っているが、文法的ジェンダー
 を示す言語として含まれない。
 Corbett(1991)は、世界中の多くの言語に現れる文法的ジェンダーは、名詞のジェンダー割当
 てが二種類の異なった基準一名詞の意味、名詞の形式一により決定されるとしている。また、Cor-
 bettは、言語によってジェンダーの呼応を指示する要因が異なるとし、呼応は形容詞、指示代名
 詞、冠詞、数詞、所有代名詞、分詞、動詞、関係代名詞、人称代名詞等のような品詞には現れやす
 いとしているが、その頻度などについては特に言及していない。品詞の呼応頻度を調べるために、
 本研究では、文法的ジェンダーが現れると言われている50の言語について調査をしたところ、次の
 ような結果が出た。
 表1:文法的ジェンダーの呼応を指示する品詞の比較的頻度
品詞  言語の数
人称代名詞
形容詞
指示代名詞
数詞
動詞
所有代名詞
関係代名詞
定冠詞
疑問代名詞
不定冠詞
7
3
9
9
9
4
0
7
5
2
4
4
3
2
2
2
2
1
1
1
 Greenberg(1963)は、文法的ジェンダーの呼応についていくつかの含意普遍性をあげているが、
 本研究による言語ごとの呼応の類型の調査によって、新たに次のような含意普遍性が指摘できる。
 文法的ジェンダーの呼応は:
 ・不定冠詞に存在すれば、同じ言語のr1」の数詞にも存在する。
 ・定冠詞に存在すれば、同じ言語の指示代名詞にも存在する。
 ・指示代名詞に存在すれば、同じ言語の三人称代名詞にも存在する。
 ・動詞に存在すれば、わずかの例外を除いて、同じ言語の三人称代名詞にも存在する。
 ・関係代名詞に存在すれば、同じ言語の指示代名詞にも存在する。
 ・所有代名詞に存在すれば、わずかの例外を除いて、同じ言語の形容詞にも存在する。
 以上のような考察は私の知る限りでは、上述の観察についての研究はないと思われる。
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一 3SAPジェンダー
 第3章では、言語に現れるSAPジェンダーの現象の様々な面を紹介する。SAPジェンダーは、
 文法的ジェンダーと異なり、プロトタイプ的には名詞やその指示する対象の性を反映するのではな
 く、話者や聞き手の性を指示するものである。また、絶対的に発話に男女の差異を示さなければな
 らない言語もあれば、殆ど気がつかないほど差異がはっきりしていない言語もある。例えば、ベト
 ナムのチャム語(Cham)やシベリアのチュックチ語(Chuckchee)には、男性のことばと女性の
 ことばは異なった音韻変異形の使用で区別されているが、英語のような言語では、男女のことばの
 差異は統計的なものであり、単語や法動詞の使用等、頻度上の差にしか見られない。最も差異が大
 きいと思われるのは、男性と女性が異なった言語で話すという考えにくいシナリオであろう。しか
 し、北西のアマゾン流域に往んでいるツユカ人の社会では、まさにこのような言語状況が存在して
 いると言われている(Sorensen1972)。この社会では、男性は必ず違う民族の女性と結婚しなく
 てはならず、その花嫁は、自分のことばで主人と話し、男はッユカ語で答える。
 しかし、SAPジェンダーについての文献を調べたところ、このように絶対的に一文法的、音韻
 的等一話者や聞き手の性を示す言語より、統計的な差異を示す言語のほうが多く、McComell-Gi-
 net(1988)は、後者は全ての言語に現れるのではないかとしている。
 SAPジェンダーを指示する「ジェンダー・マーカー」は、様々な形で現れ、また言語によって
 マーカーが異なる。全てのマーカーが文法的ジェンダーと違って、話者や聞き手の性を示す。しか
 し、人称代名詞の一人称、二人称にSAPジェンダーが反映されると、文法的ジェンダーの呼応と
 同様に指示対象の性を指すことになり、その意味で、SAPジェンダーと文法的ジェンダーは、人
 称代名詞において機能的に重なっていると考えられる。
 4人称代名詞に行われるジェンダーの相互作用
 第4章では、人称代名詞に現れるジェンダーの様々な面を考察する。まず、第2章に紹介した50
 言語の調査では、人称代名詞は、文法的ジェンダーの呼応が典型的に現れる品詞だということを考
 察する。しかし、そのうちの42言語の代名詞を更に詳細に調べると、次のようなことが明確になっ
 た。
 表2:
 一人称二人称
  単数両数複数050024
 人称代名詞に文法的ジェンダーの呼応が現れる言語の数
三人称
4!
3
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」
一 1.文法的ジェンダニは、プロトタイプ的には、三人称代名詞に現れるが、二人称、一人称に現
 れることもある。
 2.文法的ジェンダーは、プロトタイプ的には、自動的な過程であり、指示対象のジェンダーカ
 テゴリーの選択は、言語文化的に既定されており、個々の話者の判断で変わるものではない。
 しかし、非プロトタイプ的な場合として、形式の分類が話者の判断で転換することもある(例
 えば、指示の対象が固有名詞で表示される場合、または話者が指示の対象のステータスを格上
 げさせる(upgrade)・落とす(downgrade)場合等)。
 3.文法的ジェンダーは、プロトタイプ的には、各ジェンダーに一つの形式が存在するが、男性・
 丁寧形、男性・非丁寧形のように、二つ以上の形式になることもある。しかし、それは一人称・
 二人称の代名詞の場合であり、SAPジェンダーの性格を持っているものである。
 次に、人称代名詞に現れるSAPジェンダーの表示を考察することにより、下記のようなことが
 明確になった。
 工.SAPジェンダーのマーキングは、一人称・二人称代名詞に現れる。
 2.SAPジェンダーを示す形式の選択には、話者の文脈・状況判断が必要である。
 3.SAPジェンダーは、プロトタイプ的には、他の文脈の要因も同時に影響するため各人称の
 ジェンダーに複数の形式が現れるが、ジェンダーを表す形式のみの場合もあり得る。
 以上のことを体系的に考察することにより、人称代名詞に現れる両ジェンダーには下図のような
 相関関係があると考えられる。
   一人称の指示二人称の指示三人称の指示
  SAPジェンダーのマーキングプロトタイプ的な文法的ジェンダーの呼応
 図1.人称指示におけるジェンダーの相関関係
 二種類のジェンダーは、人称代名詞においてはっきりと異なった表われ方をしている。SAPジ
 ェンダーは話者や聞き手を指示する一人称・二人称の指示に典型的に表われ、それを有する言語の
 数・形式の数ともに多い。文法的ジェンダーは、プロトタイプが三人称の指示にあると言え、二人
 称・一人称にも現れるが、三人称のプロトタイプから離れるほど(二人称、一人称という順に)起
 る言語が少なくなる。この文法的ジェンダーの非プロトタイプ的・周辺的なものはSAPジェン
 ダーの例でもあり、SAPジェンダーと文法的ジェンダーの合同する点であると言える。
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7 PartB:日本語におけるジェンダー差異
 5日本語におけるジェンダー一先行研究一
 第5章では、まず日本語に現れるジェンダー現象についての先行研究を総括する。ヨーロッパの
 言語を翻訳するために採用されたと言われる三人称代名詞に存在する男女の区別を除けば、日本語
 には、典型的な文法的ジェンダーは存在していない。しかし、反対にSAPジェンダーは、英語の
 ような言語より強く影響していると言われている。女性はより丁寧な言葉づかいをし、男性はぞん
 ざいな言い方を使用するというようなことも指摘されている。しかし、日本語に現れるSAPジェ
 ンダーについての研究は、殆ど女性の使用についてのものであり、男性の言語使用についての硯究
 は少ない。この傾向は日本語の研究の特徴だけではなく、一般的なSAPジェンダー研究について
 も同じことが言えるであろう。この不均衡な状況を修正するための一歩として、本研究では、出来
 るだけ両性の言語使用を含みながら、ジェンダーと言語の相互作用を考察する。
 一般的にSAPジェンダーについての研究は、次のような方法で行われてきた。
 L研究者の内省に基づいた判断(R.Lakoff!973,1975;Key1975等)、
 2.使用についてのアンケート調査(01iverandRubin1975;BaileyandTimm1976等)、
 3,研究の目的を隠しながら面接の形で行う誘導会話(Trudgi111972;Shuy1969;Labov1972
 等)、
 4.自然な会話の観察(ZimmermanandWesti975;Brouwer,Gerritsen,andDeHaan1979
 等)。
 日本語についての研究は、研究者の内省的判断(近藤1984;寿岳1984等)、または自己使用につ
 いてのアンケート調査(米田1986;川口1987等)が多く使用されているが、本研究の第7章と第8
 章では、日本語に現れるジェンダーの実際の状況をより詳細に検証するために、自然な会話データ
 に基づいた研究を行う。
 6日本語の人称代名詞におけるジェンダー
 第6章では、SAPジェンダーがはっきり反映されると言われている日本語の人称代名詞を簡単
 に紹介してから、ヨーロッパの言語に存在する二人称代名詞と比較しながら日本語の二人称代名詞
 の性質や特徴を更に詳細に考察する。
 ヨーロッパの言語の殆どには、ラテン語のtuとvosから生まれたということでrTIV」代名詞
 と呼ばれる二、三種類の代名詞が存在しているに対して、日本語では種類はアナタ、アンタ、オマ
 エ、キミ、キサマ、テメエと多いながらも有形で談話に現れる頻度は比較的少ない。ヨーロヅパ
 の人称代名詞はBrownandGilman(!968)の分析では、その使用はrpower」(力関係)と
28
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  「solidarity」(親密度)という二つの要因の影響で説明でき、他の言語例えば旧ジャワ語・フィー
 ジー語にも同じような現象が見られるという。この分析は、説明がシステムの中の変異を考慮に入
 れないというような批判を受けたことがあるが、ヨーロッパの二人称代名詞の概観としては広く認
 められている。
 しかし、日本語の二人称代名詞については、様々な研究があるが、BrownandGilman(1968)
 のような幅広い説明はない。本研究では、TIV式代名詞と日本語の二人称代名詞の語源・歴史を
 比較するために、歴史に現れた日本語の主要72語の二人称代名詞を調査し、表面的に様々な面で異
 なっている二つの言語において、その根本的な要因を考察することによって違いと共通点を明らか
 にする。また、SAPジェンダーは、なぜヨーロッパ言語の二人称代名詞に現れないのに、日本語
 の二人称代名詞に強く反映されるかということについても考察する。
 72語の二人称代名詞の調査からわかったことは、どちらの言語においても、話者が丁寧な形式・
 丁寧ではない形式の選択が必要なのであるが、話者と聞き手の地位関係と親密さの程度という二つ
 の要因が形式の選択に影響するということで共通している。しかし、TIV式言語では、二つの要
 因が異なる時代に影響してきたにもかかわらず、日本語では、二つの要因が同時に歴史を通じて働
 いているということが明らかになった。
 また、SAPジェンダーの表示については、本研究の歴史的な調査により、次の点が明らかとな
 った。日本語では、ジェンダーのクラスの区別が調査対象の4分の1以上の二人称代名詞の使用に
 関係があり、このことは、Ide(1992)の指摘する人称詞の使用におけるジェンダーの区別が、現
 代語だけでなく日本語の歴史を通じて強く存在していることを示している。さらに、日本語の二人
 称代名詞の造語に与えた影響に関しても、女性語の方が(丁寧な)二人称代名詞の造語に関わりが
 大きいということも検証した。
 7隠れたジェンダーマーカー:日本語の終助詞「ヨ」と「ネ」
 第6章では、SAPジェンダーの影響が目立つ日本語の人称代名詞を調べたが、第7章では、反
 対にSAPジェンダーがその使用には関係ないと考えられてきた終助詞の二つを考察する。現代日
 本語の終助詞rヨ」とrネ」は、男女両性ともの発話によく現れるので、その意味でジェンダーマー
 カーと言えない。しかし、内田(工997)の研究によると話者の性によって、この両終助詞の使用の
 頻度が異なるという。興味深いことに、英語では、ヨとネに似た機能を持つブースター(発話の力
 を強調・強くする表現)とヘッジャー(発話の直接性や力を弱くする表現)の使用にも、ジェンダー
 の差が見られると言われている(Holmes1995)。ヨは、ブースターと同じように、軽い主張
 (McGloin1990)や強調(AOTS19921Maynard1997)を示し、相手が知らないことに注意を向
 けさせる働きをするとされている(McGloin1990;益岡・田窪1992)。ネは、ヘッジャーと似たよ
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7 うに発話の直接性を弱くする効果があり、話者と聞き手の間の感情的共通点を示すというものでも
 ある(Cook1990)。
 第7章では、英語と同じように、発話で見られるジェンダーの差は、会話の動機の違いを反映し
 ているのではないか、という観点からヨとネの使用を考察する。この考えでは、プロトタイプ的に
 女性は、会話参加者の間の相互依存を意識し、相手との関係維持に関心をもつ(Gilligan!982;
 Boe1987)が、男性は、言語を情報交換の道具として見る傾向が強い(Holmes1995)。
 本研究では、データを自然な会話から取り、それぞれ各4人約40分間の、女性のみのグループ、
 男性のみのグループ、男女2人ずつのグループの会話を分析した。参加者はくつろいだ雰囲気の自
 然な会話を得るため、全員同じ大学の同級生(2年生)とした。
 結果として、英語のブースターとヘッジャーにおける男女差と同様の性差が、日本語のヨとネの
 使用にも現われ、Holmes(1995)の主張する会話進行の動機付けの性差が、日本語にも見られる
 ことがわかった。さらに、グループ別にデータを比較したところ、グループの種類によって使用の
 パターンが異なるという結果が出た。異性のグループの会話では、男性がヨをより多く使用し、女
 性がネを多く使うパターンが見られたのに対して、同性のグループの会話では逆のパターンが現れ、
 女性がヨをより多く使い、男性が女性よりネを多く使用したことがわかった。このようにグループ
 の種類によって異なる結果が出た理由として、異性の前では、性に典型的な行動を示すことが期待
 されているという圧力を感じるのではないかということが考えられる。
 このようにジェンダーという要函は、話者の性だけでなく、同時に聞き手の性なども言語使用に
 影響を与えることが明確になった。ジェンダーマーカーの現われ方は一つの文脈要因ではなく、複
 数の要因に同時に影響されるものだという仮説を裏付けることとなった。
 8日本人女性の談話スタイルにおける年齢の影響
 社会言語学の研究では、「ジェンダー」という、発話に影響を与える社会的な要因がそれだけで
 独立した要因であるという扱いをしている。しかし、最近Okamoto(1997)等が指摘するように、
 社会的な要因と言語との相互作爾は単純な過程ではなく、むしろ、複数の要因が同時に相互的に言
 語に影響しているように考えられる。
 第8章では、日本人女性の2つのグループの自然な会話を分析した。その2つのグループは年齢
 で区別され、18歳から30歳のグループと45歳から60歳のグループであった。研究の目的は、同じジ
 ェンダーのなかで、年齢という別の社会的要因がどのように働くのかを明確することである。より
 具体的にいうと、人称代名詞、副詞、終助詞、間投詞等の使用によって、会話のストラテジーがど
 のように異なるのかを調べた。
 結果として、若い女性は、言葉の使用によって他のグループ・メンバーの発話を促すような配慮
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 やグループに順応する姿勢を示す傾向が強かった。しかし、年上の女性は、自分に対する同意を求
 め、自分の話す番を守るストラテジーをより多く使用する傾向が見られた。
 具体的には、若い女性のグループは、感情を示す副詞(例:スゴク大きい等)をより多く使用し、
 使った副詞の種類の数も年上の女性のグループより多かった。また、両グループでは、単語や文章
 の繰り返しが見られたが、繰り返しのパターンが異なっていた。若い女性は、発話に対する援助や
 賛成を指示するために、二人以上の人がほぼ同時に同じことを発現するr共時的繰り返し」(syn-
 chronicrepetition)、相手の発話の直後に同じことをいうというようなテクニックを十分に利用し
 た。反対に年上の女性は、援助の要求、発言権を保つために終助詞のrネ(一)」やrサ(一)」を使
 用した。発話に自信があまりないように感じさせるフィラー(英語の`yOUknOW'のような会話挿
 入表現)や他の語用論的不変化詞(例:トカ(ッテ)、ナンカ等)は、若い女性に多く使用された
 が、年上のグループでは、「ホラ」という命令的な助詞が目立った。
 この結果から、ジェンダーという社会的要因をより詳しく理解するには、他の要因との関わり合
 いも同時に調べなけらばならないことが明確となった。
 9まとめ
 以上、本砺究では、ジェンダーはどのように言語に現れるか、また、なぜ現れるのかを考察する
 ために、日本語に現れるジェンダー現象について様々なデータを分析し、その結果を世界中の他言
 語に現れるジェンダー現象をプロトタイプ的なアプローチで比較した。文法的ジェンダーとSAP
 ジェンダーとして捉えられる言語現象を体系的・統合的に分析したことによって、無関係のように
 見える言語に存在する二つの現象の接点を明示することができ、これからの総合的な言語学的ジェ
 ンダー研究の基礎を築いた。
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 論文審査結果の要旨
 本論文は、プロトタイプ理論という認知言語学の枠組みを用い、文法的ジェンダー(名詞修飾語
 の形態などにその名詞のカテゴリーが反映されるもの)とSAPジェンダー(会話参与者の性が発
 話に反映されるもの)という二種類の言語ジェンダー現象を総合的に考察したものである。全体は
 二部に分かれており、全9章から構成されている。第一部では、言語に現れるジェンダー現象の言
 語類型論的研究を個別言語の比較対照を通じて進め、第二部では、日本語におけるジェンダー差異
 の詳細な考察を行った。
 まず、第1章では、研究の目的、プロトタイプ理論の紹介、ジェンダーの定義などを詳述し、論
 文の全体的な構成を示した。第2章では、文法的ジェンダーが存在する言語をいくつか紹介した上
 で、品詞のジェンダー呼応の類型論的傾向を調べるため、文法的ジェンダーの現れる50の言語につ
 いて調査を行い、一新たな六つの含意普遍性を指摘した。
 第3章では、多くの言語に現れるSAPジェンダーの多様な現象を紹介し、このデータに基づい
 て第4章では文法的ジェンダーとSAPジェンダーが重なると考えられる人称代名詞の選択過程を
 詳細に分析した。すなわち、一人称・二人称の指示には、SAPジェンダーが典型的に現れ、文法
 的ジェンダーは、プロトタイプが三人称の指示にありながら、二人称・一人称にも現れることを明
 らかにした。この文法的ジェンダーの非プロトタイプ的・周辺的なものはSAPジェンダーの例で
 もあり、両者の重なりを示すものとの説明を行った。
 第二部では、日本語におけるジェンダー差異を考察し、第5章では、日本語に現れるジェンダー
 現象についての先行研究を総括し、その傾向と問題点を指摘した。
 第6章では、丁寧さが反映するとされる日本語の二人称代名詞の歴史的な調査を行い、ヨーロッ
 パの言語に存在する二人称代名詞と比較しながらその性質や特徴を詳細に考察した。二人称代名詞
 の使用と造語に関して、日本語においては男女差が見られることを検証した。
 第7章では、談話分析の手法を用い、SAPジェンダーはその使用には関係ないと考えられてき
 た終助詞rヨ」とrネ」を考察した。データを自然な会話から取り、英語のブースターとヘッジャー
 における男女差と同様の性差が、日本語のヨとネの使用にも現れ、Holmes(1995)の主張する会
 話進行の動機付けの性差が、日本語にも見られることを明らかにした。さらに、発話相手の性が発
 話者の言語使用に影響することを指摘した。
 第8章では、同一ジェンダーのなかで、年齢という別の社会的要因の関わりについて調べた。日
 本人女性の年齢で区別された2つのグループ会話を分析し、年齢層によって同じジェンダーにおい
 ても、言語使用、特にグループの他のメンバーに対する配慮等に差が表れることが分かった。
 以上、本研究は、ジェンダーがどのように言語に現れるか、また、なぜ現れるのかを考察するた
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7 めに、世界の多くの書籍におけるジェンダー現象と日本語に現れるジェンダー現象について多様な
 データをプロトタイプ理論の枠組みを用いて分析・比較対照し、その結果を系統的に集成したもの
 である。文法的ジェンダーとSAPジェンダーとして捉えられる言語現象を体系的・統合的に分析
 することによって、一見無関係に見える個別言語各々の現象が同一の原理で生じることを明示する
 ことにより今後の言語学的ジェンダー研究の基礎を築いた。
 従って、本論文の提出者アンドリュー・ジョン・パークは、自立して研究活動を行うに必要な高
 度の研究能力と学報を有するものと判断される。よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文
 として合格と認める。
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